
ミスエンジェルは不満を一つ一つセレナに投

げつけた。

「本当の私を知らないのが一番いいことなん

だよ。私がどんなに君と普通の親友になりた

いのか知ってるの？でも、君と仲良くなれば、

あいつらは私を
こりつ

孤立させるの！この間の放課

後、君と一緒に帰ろうと校門の前で待ってい

たら、ライアンは先に帰ろうって言うし。君

のことを面倒臭いなと思っているのよ」

「でも…」

「私があいつらにどれくらい君のいい所を言

っているか、知っているの？ 」

ミスエンジェルはセレナに反論する機会をま
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